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【背景と目的】分枝型膵管内乳頭粘液腫瘍(BD-IPMN)を有する患者の壁在結節を描出するた

めの，造影超音波内視鏡検査（CE-EUS）の有用性を検討する研究はこれまでほとんど報告さ

れていない．今回，われわれは嚢胞内部に結節状隆起を有する BD-IPMN に CE-EUS を施行

し，その有用性を後ろ向きに検討した． 
 
【方法と対象】 2010 年 4 月から 2014 年 4 月までに BD-IPMN を有する 427 例のうち CT, 
MRI, fundamental EUS (f-EUS)のいずれかにおいて，嚢胞内部に結節状隆起が指摘され，

CE-EUS を施行した 21 例を対象とした． BD-IPMN 壁在結節の f -EUS におけるエコーレベ

ル，CE-EUS での壁在結節の染影態度に関して検討を行った． 
 
【結果】平均嚢胞径 29.8±12.8mm, 平均壁在結節径 9.5±5.7mm, 平均経過観察期間は

17.2±11.9 ヶ月であった．結節の f-EUS でのエコーレベルは hyperecho 6 例, isoecho 9 例, 
hypoecho 6 例であった．結節の染影態度は avascular 14 例，hypervascular 4 例，isovascular 
3 例であった．CE-EUS で結節の染影を認めなかった 14 例は，粘液塊または debris と診断し，

手術を回避しえた．嚢胞内部に染影する結節を認めた 7 例において，5 例は手術を施行した．

手術を施行した 5 例の術後病理診断は腺癌 2 例，腺腫 3 例であった. 腺腫 3 例の f-EUS での

壁在結節のエコーレベルは hypoecho1 例，isoecho2 例であった．腺癌 2 例の壁在結節エコー

レベルは isoecho1 例，hyperecho1 例であった．f-EUS におけるエコーレベル，CE-EUS に

おける壁在結節の染影態度において，癌，腺腫の鑑別は困難であった． 
 
【結論】CE-EUS は粘液塊および debris と結節病変を鑑別することが可能であり，壁在結節

が疑われる BD-IPMN の治療方針決定に有用である．しかしながら，CE-EUS において

BD-IPMN の癌，腺腫の鑑別は困難であり，他画像検査をあわせ，総合的に診断する必要があ

る． 
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